
７月号   令和 8年 6月 22日 発行 
埼玉県朝霞市栄町 5-1-60 

℡(048)466-4711 

Fax(048)467-4744 
 

 

 

目指す学校像 

生き生きと学び、夢と希望を胸に、感動を実感できる学校 

  どんな「負け方」をするのか   ～学校総合体育大会に寄せて～ 
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 ６月２５日（木）から学校総合体育大会朝霞地区予選が始まります。例年に比べ

て遅い地区大会開催となりました。運動部の３年生にとっては、最後の「学総」。 

県・関東・全国へとつながる大切な大会です。１６日の壮行会では、各部の部長か

らこの大会に臨む、部としての目標・意気込みを聞くことができました。 

 さて、この３月に本校を卒業した生徒たちが残した「卒業文集」、その書き出し

の一つとして「もう一度あの日をやり直せるなら…」という文章が設定されていま

した。入学式・スキー教室・修学旅行などなど思い出となる瞬間にもう一度もどり

たいと思う生徒も多かったのですが、「学校総合体育大会の試合当日」に戻りたい

と書いた生徒も多くいたのです。負けてしまった悔しさもあるのではと思います。

「あのとき、自分があのプレーをしていれば（していなければ）勝てたかもしれな

い…」と思う生徒もいるはずです。３年生にとっては、今回の大会がまさにその大

会になるわけですから、まだだれもその瞬間を経験した人はいません。 

この学校総合体育大会は「負ければ引退」となるわけです。でもちょっと考えて

みてください。この大会、全国大会で優勝したチーム以外はすべて負けて終わる

（引退する）のです。（もちろん、順位決定戦など勝って引退もあるかもしれませんが。） どんな勝ち

方をするのかと同じくらい、どんな負け方をするのかが大切になってくるはずで

す。スポーツに勝敗はつきもの。負ければ悔しい気持ちが残るかもしれません。そ

れでも、各自がもっている力、チームがもっている力をすべて出し切ることができ

たとすれば、中学校での競技を終える瞬間としては、最高の瞬間なのかもしれませ

ん。 

生徒たちはこれまで、中学入学以来２年数か月もの間、日々練習に励んできまし

た。「千日の鍛錬 勝負は一瞬」と言われることもありますが、本番は本当に一瞬。

これまで積み重ねてきた努力を、本番の一瞬に出し切れるよう集中し、自分を信じ、

仲間を信じ、目標とすべきところに向かって全力を振り絞って、臨んで欲しいです。 

保護者の皆様には、これまで生徒の部活動に多大なるご協力をいただきました。 

３年生にとっては最後の大会です。是非とも会場で大きな声援を送っていただけ

たら幸いです。 

 


